
 
 

 

 
 

 

輝
け
憲
法
！
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を 

お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会 

軍
拡
に
警
鐘
、
次
世
代
へ
の
平
和
の
バ
ト
ン
を
誓
う 

憲
法
公
布
の
日
で
あ
る

11
月

3

日
、
お
お
さ
か
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
輝
け
憲
法
！
平
和

と
い
の
ち
と
人
権
を
」
集
会
が
大
阪
市

役
所
南
に
あ
る
広
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
現
政
権
が
推
し
進
め
る
軍
拡
と
改

憲
の
動
き
に
対
し
、
参
加
し
た
市
民
ら

は
「
国
民
の
不
断
の
努
力
で
憲
法
を
守

り
生
か
す
」
と
の
決
意
を
新
た
に
街
頭

へ
と
声
を
あ
げ
た
。
集
会
で
は
、
専
門

家
に
よ
る
講
演
や
、
緊
迫
す
る
国
際
情

勢
に
対
す
る
連
帯
の
ア
ピ
ー
ル
が
行

わ
れ
、
次
世
代
へ
の
平
和
の
バ
ト
ン
を

繋
ぐ
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。 

11
月
3
日
の 

歴
史
的
意
義
と
改
憲
阻
止
へ
の
決
意 

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
「
と
め
よ
う
改

憲
お
お
さ
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表
の

山
本
氏
は
、
11
月
3
日
が
日
本
国
憲

法
の
公
布
日
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
一

部
で
さ
さ
や
か
れ
る
「
明
治
天
皇
の
誕

生
日
と
重
な
っ
た
の
は
偶
然
」
と
い
う

説
を
否
定
。
明
治
天
皇
が
定
め
た
旧
大

日
本
帝
国
憲
法
は
、
天
皇
の
絶
対
的
権

限
を
第
一
条
に
定
め
て
お
り
、
当
時
の

権
力
者
た
ち
は
、
こ
の
日
を
新
憲
法
の

公
布
日
と
す
る
こ
と
で
、
天
皇
を
重
視

す
る
「
団
結
」
の
意
図
を
込
め
た
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
し
、
「
我
々
は
何
と

し
て
も
平
和
と
基
本
的
人
権
を
守
っ

て
い
く
よ
う
な
憲
法
を
守
る
」
「
絶
対

に
憲
法
審
査
会
を
動
か
し
て
改
憲
条

文
を
ま
と
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
高

市
自
民
維
新
連
立
権
が
目
論
む
急
激

な
「
右
旋
回
」
に
対
峙
す
る
強
い
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。 

高
山
教
授
が
警
鐘
を
鳴
ら
す 

「
軍
拡
」
と
「
情
報
の
罠
」 

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
京
都
大
学

の
高
山
佳
奈
子
教
授
（
比
較
国
際
刑
事

法
）
が
登
壇
し
、
「
戦
後
80
年 

事
実

に
向
き
合
い
不
戦
の
誓
い
を
」
と
題
し

て
講
演
。
特
に
防
衛
予
算
に
つ
い
て
、

直
近
数
年
で
急
激
に
増
加
し
て
い
る

「
事
実
」
を
提
示
。
防
衛
費
は
２
０
２

２
年
度
の
5
兆
１
７
８
８
億
円
に
対

し
、
本
年
度
は
8
兆
４
７
８
４
億
円

と
1
・
6
倍
に
増
加
し
た
こ
と
を
デ

ー
タ
で
示
し
ま
し
た
。
予
算
内
訳
で
は

3
年
前
は
42
・
0
％
だ
っ
た
人
件
費

の
割
合
が
本
年
度
は
27
・
7
％
に
急

落
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
武
器
の
爆
買

い
」
に
よ
る
も
の
で
自
衛
官
の
人
数
も

減
少
傾
向
に
あ
る
と
分
析
し
ま
し
た
。

日
本
の
自
衛
官
は
約
22
万
人
で
定
員

充
足
率
が
90
％
を
下
回
っ
て
い
る
現

状
も
報
告
し
、
武
器
の
拡
大
が
優
先
さ

れ
隊
員
へ
の
募
集
や
育
成
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し

ま
し
た
。 

ま
た
高
山
教
授
は
現
政
権
が
意
図

的
に
国
際
的
な
緊
張
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
可

能
性
を
示
唆
し
、
憲
法
9
条
を
最
大

限
に
生
か
し
、
平
和
的
な
国
際
関
係
を

築
く
「
積
極
的
平
和
主
義
」
の
努
力
が

不
可
欠
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
国

民
の
権
利
と
自
由
は
憲
法
第
12
条
の

「
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
れ
を
保

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
。

情
報
の
真
偽
が
組
織
的
に
操
作
さ
れ

る
危
険
性
が
あ
る
中
で
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
「
ソ
ー
ス
は
な
に
？
」
と
い
う

相
言
葉
を
胸
に
、
正
し
い
情
報
を
見
極

め
る
努
力
を
続
け
る
よ
う
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
政
権
の
主
要

メ
ン
バ
ー
と
旧
統
一
教
会
関
連
団
体

の
過
去
の
接
点
や
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

姿
勢
に
対
す
る
具
体
的
な
批
判
も
展

開
し
、
真
実
を
国
民
と
共
有
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
。
デ
マ
や
審
議
不
明

の
情
報
が
飛
び
交
い
「
事
実
に
向
き
合

う
こ
と
」
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。 

国
際
連
帯
と
未
来
へ
の
誓
い 

集
会
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地

区
へ
の
連
帯
を
示
す
ア
ピ
ー
ル
と
し

て
「
ガ
ザ
虐
殺
や
め
ろ
！
堺
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
」
の
山
口
氏
は
、
ガ
ザ
へ
の
攻

撃
に
対
す
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動

の
報
告
を
実
施
。
2
年
が
経
過
し
た

紛
争
に
よ
り
、
死
者
は
6
万
7
千
人

以
上
、
う
ち
子
ど
も
は
2
万
人
を
超

え
、
食
料
や
医
薬
品
が
不
足
し
、
子
ど

も
た
ち
が
古
い
紙
に
文
字
を
書
い
て

学
び
合
う
と
い
う
悲
惨
な
窮
状
を
訴

え
ま
し
た
。 

最
後
に
、
参
加
者
は
「
い
か
そ
う
憲

法 

」「
と
め
よ
う
大
軍
拡
」
と
書
か
れ

た
ボ
ー
ド
を
掲
げ
、
憲
法
改
悪
に
抵
抗

し
、
戦
争
へ
の
道
を
拒
否
す
る
意
志
を

固
め
あ
い
ま
し
た
。
主
催
者
は
、「
臨

時
国
会
、
通
常
国
会
で
、
大
阪
か
ら
国

民
の
皆
さ
ん
に
は
負
け
な
い
で
頑
張

っ
て
も
ら
う
」
と
、
今
後
の
継
続
的
な

行
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
憲
法
を

い
か
す
未
来
を
国
民
の
力
で
築
く
こ

と
を
誓
い
集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。 

 

吹
田
民
商
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト 

吹
田
民
商
で
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

と
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
運
用

し
て
い
ま
す
。
活
動
な
ど
の
案
内
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
民
商
の
宣
伝

に
も
活
用
し
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
・
フ
ォ

ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

伝
言
板 

吹
田
民
商
共
済
会
学
習
会 

日
時 

11
月
17
日
（
月
）
19
時 

場
所 

民
商
会
館
1
階 

管
理
栄
養
士
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

「
生
活
習
慣
病
予
防
」
の
た
め
の
食
事

に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
体

調
が
気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

 

11
月
の
記
帳
会 

11
月
17
日
（
月
）
14
時
00
分 

11
月
18
日
（
火
）
19
時
00
分 

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
な
い
場
合

は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
パ
ソ
コ
ン
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 吹
田
市
主
催 

中
小
企
業
向
け 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

12
月
12
日(

金)

18
時
30
分
～ 

メ
イ
シ
ア
タ
ー
集
会
室 

参
加
費 

無
料 

申
込 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り 

問
合
先 

吹
田
市
地
域
経
済
振
興
室 

共
催 

吹
田
市
・
吹
田
警
察
署 

 

自
主
申
告
サ
ポ
ー
タ
ー
学
校
（
19
時
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
す
。
民
商
事
務

所
・
自
宅
の
両
方
で
視
聴
可
能
で
す
。

自
宅
参
加
を
希
望
の
方
は
コ
ー
ド
を

送
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

第
5
回 

 

11
月
7
日
（
金
） 

「
Ｄ
Ｘ
化
が
進
む
自
主
記
帳
・ 

自
主
計
算
の
対
応
」 

講
師
：
広
島
民
商
事
務
局
長 

第
6
回 

 

11
月
25
日
（
火
） 

「
例
題
で
学
ぶ
確
定
申
告
書
の
仕
組

み
と
税
金
＝
所
得
税
」 

講
師: 

全
商
連
税
対
部
員 


